
 
 
 
 

生活作りと積み重ね 

 レバラン休みが明け、学校に子どもたちの元気な声がもどってきました。 

 先日行われました、全体保護者会や学級懇談会にご参加いただきありがとうございました。数年間で

きていなかった対面での会が実施できたことは、意義のあることと考えています。 

 さて、右の写真は子どもたちのバス待ちの様子です。 

きちんと丁寧に並べられています。これは、前年度 3 学

期にホールでの待機が始まったときからずっと続けられ

ています。初日からこのように並べられていたので、先生

からの指導があったと思い聞いたところ、自然発生的に

このように整然となっていたということです。きっと、最

初に来た子どもが靴の向きをそろえて置き、次に来た子

どももそれに倣い並べていったのだと思います。中には

時々、脱ぎ捨てたような靴も見られますが、後から来た子どもが自然にそれを直す姿もありました。最初

に靴を置いた子ども、前の人に倣ってそろえる子ども、横向きになった靴を直す子ども、どの子どもも周

りにいる者を気持ちよくさせています。 

 次の写真は、あるクラスの下駄箱の様子です。

校内を歩いていると整然と並べてあるいくつか

の下駄箱に目が留まりました。担任の先生に聞く

と、こちらも指導は特にしていないということで

した。 

 どちらの出来事も、家庭の教育力の成果が現れていると感じました。日頃の保護者の皆さんからの声

掛けが、このような姿を生み出しているのです。ただ、自然発生的な良い行いも崩れていってしまうこと

があります。よき行いは、その価値を認め褒めていくことが、子どもの中で強化され定着していくことに

なります。特別活動(いわゆる学活や行事など)を指導していく上で大切なポイントは、「生活作り」であ

ると言われています。このような日常生活上のほんの小さなことであるかもしれませんが、個々の積み

重ねが、自分たちの秩序ある生活を作っていくことになります。 

 また、前月号でも記しました「11 年間で育むめざす子ども像」の中にも「生活する力」として本校で

も位置付けてあります。この力の育成を常に念頭に置き、ご家庭と協力しながら日常での小さな子ども

の良さを見つけ、そのことを強化し伸ばしていきましょう。 
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